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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・26年を迎えました。

　昨年4月に新メンバーで病棟スタートし、数ヶ月が経過しました。

　法人や病院単位、病棟や個人でも様々な経過があり、今日を迎えています。

　上手くいった事、上手くいかなかった事すべてをあわせて、残り数ヶ月で年度

　事業を進めていきたと思います。

　引き続き、皆様のチーム協力をもらって、進めていければと思います。

　よろしくお願いします。（東）

· 現在、精神・本部の固定内線電話よりＰＨＳに電話をかけられない現象が起きています。原因を調査していますので、急ぎの電話の場合、固定内線から固定内線またはＰＨＳから固定内線への電話をお願いします。
· 疎遠家族より～

退院に向けての問題点、今後の行動計画についての入力ありがとうございました。

本日予定通り、東ＳＧＭとの確認作業を行いました。

北病棟に限った事ではありませんが、退院支援の枠組みを大きく分けて、単身生活あるいは自宅退院、施設入所、それ以外のケースに入院加療継続が妥当であるといった３つのケースが考えられるかと思います。各々の受け持ちスタッフで入力して頂きましたが、疎遠担当と管理者で簡単にですが上記の３つのケースに当てはめて分類しました。勿論、その時々の患者様、御家族様の状況があって、これからの具体的なプランが立たない曖昧なケースもあります。今回は病棟側の主観的な捉え方でしたので、具体的な退院プランについては医師やコメディカルなどの他職種の意見も必要となります。患者様、御家族様の意向を再確認し、退院を進めていけるケースがあれば積極的に進めていきましょう。

	単身生活
	施設入所
	入院対象者
	左記の３つに当てはまらないケース

	
	小笠原　禮子様

平　勝利様　

十日市利喜様　

田野端　忠夫様　

赤坂順市様　

山本　伸子様　

稲垣　恵利子様　

田名部　浩平様　

滝澤　久江様　

木村　義重様　

古川　富蔵様　

伊藤　雄一様　

日向端　庸男様


	金沢　洋子様

上村　みわ様　

三上　勇様　

滝田　英人様　

布施　邦雄様　

中野渡鉄男様
	元沢　政治様（施設、病院）

法霊崎　恵子様（単身、自宅、施設）

大上　なみ様（施設）

木村　梅子様（施設）

井上　和美様（病院、施設）

坂本　秀男様（単身生活、自宅）

※()内は疎遠担当と管理者で妥当性があるかどうか検討した内容になります。


＜患者様連絡事項＞

· 滝田　英人様～昨日、スタッフ付き添いにて買い物へ行かれていますが、店員への話し掛けや独語、空笑がみられていたとの情報があります。本人の身体状況も踏まえて、今後は土曜日にスタッフ付き添いメンバーへ入る事となります。周知願います。

· 伊藤　雄一様～単独で八戸駅のドトールへ外出しています。疲労感については少しあるとの事で、ドトールではコーヒーと読書をしてきたとの事でした。

· 木村　梅子様～外泊中の為、定期薬を服薬ボードへセット出来ていません。スチール棚の渡す分のBOXに入れておきますので帰院時にセット・確認をお願いします。

· 元沢　政治様～昨日、小遣銭一万円渡していますので、1/2の初売り買い物後、2000円預かるようにしてください。

※年末年始期間のため連絡事項のみとなっています。







